
４４月月かかららのの
消消費費税税大大増増税税はは中中止止をを！！

景
気
も
落
ち
込
み

財
政
悪
化
も
必
至

は
じ
め
に
す
が
や
議
員

は
、
消
費
税
大
増
税
に
つ
い

て
質
問
。
安
倍
首
相
が
来
年

４
月
か
ら
消
費
税
８
％
引
上

げ
を
決
め
た
が
、
国
民
に
は

８
兆
円
増
税
、
大
企
業
に
は

６
兆
円
減
税
な
ど
許
さ
れ
な

い
と
主
張
。

増
税
と
同
時
に
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
で
医

療
・
介
護
、
年
金
が
大
改
悪

さ
れ
る
こ
と
。
景
気
も
落
込

み
財
政
悪
化
も
必
至
で
、
低

所
得
者
ほ
ど
重
税
と
な
る
最

悪
の
も
の
だ
と
指
摘
。

富
裕
層
・
大
企
業
減
税
を

是
正
し
、
安
定
雇
用
拡
大
・

賃
金
引
上
げ
で
景
気
を
回
復

さ
せ
れ
ば
、
消
費
税
増
税
は

必
要
な
い
こ
と
を
政
府
に
求

め
よ
と
区
長
に
迫
り
ま
し

た
。
区
長
は
「
増
税
は
必
要
」

と
強
弁
。

社
会
保
障
大
改
悪
の

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
案
」

安
倍
政
権
が
臨
時
国
会
に

提
出
し
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

案
」
は
、
７０
〜
７４
歳
の
医
療

費
自
己
負
担
の
２
割
化
、
特

養
ホ
ー
ム
入
居
対
象
者
を
要

介
護
度
３
以
上
、
年
金
の
支

給
減
と
支
給
開
始
年
齢
７０
歳

へ
の
引
上
げ
、
年
金
課
税
強

化
等
々
、
国
の
社
会
保
障
増

進
義
務
を
定
め
た
「
憲
法
２５

条
」
の
放
棄
だ
と
し
て
、
区

長
と
し
て
政
府
に
撤
回
を
求

め
よ
と
要
求
し
ま
し
た
が
、

区
は
拒
否
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
・
利
用
料

負
担
の
軽
減
を

来
年
の
通
常
国
会
に
提
出

さ
れ
る
介
護
保
険
改
悪
で

は
、
要
支
援
者
の
介
護
保
険

除
外
、
一
定
所
得
以
上
の
利

用
料
負
担
２
割
、
特
養
ホ
ー

ム
利
用
料
を
軽
減
す
る
「
補

足
給
付
」
の
縮
小
は
許
さ
れ

な
い
と
し
て
、
政
府
に
撤
回

を
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
区

の
介
護
保
険
料
減
額
制
度
の

対
象
者
拡
大
と
認
知
症
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
料
の
軽
減

制
度
の
創
設
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。

認
可
保
育
所
の
営
利

企
業
参
入
見
直
し
を

区
が
、
保
育
待
機
児
解
消

に
向
け
、
来
年
４
月
ま
で
に

１
、２
０
０
人
の
定
員
増
を

図
る
と
し
て
、
２
〜
５
歳
の

乳
幼
児
２
０
０
人
を
バ
ス
で

保
育
園
に
搬
送
す
る
豊
洲
地

域
で
の
「
保
育
送
迎
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
、
営
利
企
業
立

で
認
可
保
育
園
等
を
整
備
す

る
問
題
を
質
問
。
保
育
送
迎

で
は
、
交
通
事
故
や
保
護
者

・
保
育
士
間
の
対
話
不
足
等

の
問
題
か
ら
事
業
永
続
化
を

避
け
る
こ
と
。
営
利
企
業
立

の
保
育
園
で
は
、
経
営
困
難

に
よ
る
撤
退
・
閉
園
や
人
件

費
抑
制
で
の
保
育
士
離
職
の

事
例
を
指
摘
し
、
見
直
し
を

要
求
し
ま
し
た
。

若
者
を
使
い
捨
て
る「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」の
根
絶
を
！

若
者
を
使
い
捨
て
る
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
」
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
派
遣
労
働
な
ど
、
労
働

法
を
改
悪
し
て
き
た
政
府
と

政
治
の
責
任
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

斉
藤
議
員
は
、
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
」
根
絶
の
た
め
国
民

的
・
社
会
的
取
り
組
み
が
必

要
と
し
、
企
業
の
離
職
率
の

公
表
や
長
時
間
労
働
の
規

制
、
派
遣
労
働
の
抜
本
改
正

を
政
府
に
求
め
よ
と
迫
り
ま

し
た
。
ま
た
区
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

し
、
入
札
や
契
約
、
物
品
発

注
な
ど
行
う
べ
き
で
な
い
と

迫
り
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
違
法
性
が
立

証
さ
れ
た
場
合
、
適
正
に
対

応
す
る
」
と
答
弁
。

生
活
保
護
基
準
の
改
悪
は

区
民
生
活
に
も
影
響

生
活
保
護
基
準
が
引
き
下

げ
ら
れ
「
食
事
は
１
日
２
食
」

な
ど
、
悲
痛
な
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
生
活
保
護
者
の

増
大
は
、
低
い
年
金
、
非
正

規
雇
用
な
ど
貧
困
の
広
が
り

が
あ
り
、
貧
困
の
根
本
原
因

を
な
く
し
、
社
会
保
障
の
拡

充
こ
そ
政
府
の
責
任
で
す
。

斉
藤
議
員
は
、
生
活
保
護

の
改
悪
を
行
わ
な
い
よ
う
政

府
に
求
め
よ
と
迫
り
ま
し

た
。
ま
た
生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
は
、
就
学
援
助
や

保
育
料
、
介
護
保
険
料
な
ど

の
減
免
・
減
額
措
置
に
も
影

響
す
る
と
、
現
行
を
維
持
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
「
出
来
る
限
り
影

響
が
出
な
い
よ
う
検
討
し
て

行
く
」
と
答
弁
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
の

引
き
下
げ
を

国
民
健
康
保
険
料
が
高
す

ぎ
て
払
え
な
い
滞
納
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
国
庫
負
担
の

増
額
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
な
ど
で
、
国
保
料
を

引
き
下
げ
る
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。

区
は
、
「
適
正
な
保
険
料
」

な
ど
と
答
弁
。

２
０
２
０

年
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

の
東
京
開
催

決
定
を
受
け

て
安
倍
内
閣

は
、
土
地
利
用
や
容
積
率

の
規
制
緩
和
で
マ
ン
シ
ョ

ン
や
高
層
ビ
ル
の
開
発
を

促
す
「
国
際
戦
略
特
区
」

方
針
を
打
ち
出
し
、
会
場

周
辺
で
は
不
動
産
の
「
五

輪
バ
ブ
ル
」
が
騒
が
れ
て

い
る
▼
江
東
区
議
会
で

も
、
こ
れ
ま
で
全
会
一
致

で
取
り
組
ん
で
き
た
地
下

鉄
８
号
線
（
豊
洲
ー
住
吉
）

の
「
早
期
」
建
設
は
と
も

か
く
、
か
つ
て
不
採
算
で

断
念
し
た
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備

の
再
調
査
」（
公
明
）
や「
有

楽
町
線
の
延
伸
で
若
洲
駅

の
建
設
」「
臨
海
部
に
カ
ジ

ノ
を
誘
致
」（
み
ん
な
）
、

「
ゆ
り
か
も
め
の
亀
戸
延

伸
」（
民
主
）
な
ど
、
財
政

の
裏
付
け
も
な
く
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
便
乗
し
た
開
発

促
進
の
質
問
が
相
次
い
だ

▼
臨
海
部
は
今
で
も
都
市

再
開
発
で
超
高
層
建
築
物

が
乱
立
し
、
南
部
地
域
で

は
人
口
急
増
に
よ
る
深
刻

な
保
育
園
不
足
や
学
校
な

ど
公
共
施
設
の
建
設
に
苦

労
し
て
い
る
▼
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
名
目
に
、
区
民
生

活
や
環
境
を
無
視
し
た
乱

開
発
は
許
さ
れ
な
い

す
が
や
俊
一
議
員
の
本
会
議
質
問

斉
藤
信
行
議
員
の
本
会
議
質
問

江東区議会第三回定例会（９月２６日～１０月２３日）における活動を報告します

（１） ２０１３年１１月発行江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


